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はじめに
前著（田中春美「３つの LKVE（The Lesser-Known Varieties of  English）につい
て」塩沢正ほか編『現代社会と英語：英語の多様性をみつめて』金星堂， 
2014，pp. 80―92）で，数多くの LKVE の中で３つの具体例—―チャネル諸
島，バハマ諸島，ピトケアン島―を選び，紹介したが，その中核をなす
Daniel Schreier ほか編，The Lesser-Known Varieties of  English: An Introduction （Cambridge 
University Press, 2010）の序文（p. 5）で予告されていたその続編が出版された。
ここでは 13 ケ所の LKVE が扱われているが，前著にならってそのうちの３
つを選び，それぞれを大ざっぱに紹介し，全体の書評に換えたい。
そもそも多様な LKVE に注目し，それに言及したのは英国の学者 Peter 
Trudgill であり，夫人 Jean Hannah との共著 International English: A Guide to the 
Varieties of  Standard English の第４版（Arnold, 2002）で，新たに短い第 7章（pp. 
115―122）を設け，その章の題名を Lesser-Known Englishes とした。その同じ
年に，Trudgill は Richard Watts と共同で Alternative Histories of  English （Routledge, 
2002）を編集し，自身も第 2章を書き，そこで世界の 21 の地域にまで短く
言及している。さらに Schreier （2010）では 17 ケ所の LKVE，上述のように，
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２．アメリカ・インディアン英語（AIE）





1492 年の Columbus の新大陸発見よりヨーロッパ人が植民して来るまで，







grandpa これは私のおじいさん）， ある場合には無変化のまま（I be home soon.
すぐ家に帰る。）が多い。動詞については多様で，AIE 以外の英語と主に異
なる点である。その要因の 1 つが，AIE の祖先の言語の影響である。いず
れにせよ，AIE では時制と相が，さまざまな形をとる。したがって，複数
の主語でも単数の主語でも，主語と動詞の不一致が起こることもある（This 
traditional Indian ritual that take place in June.6 月に行われるこの伝統的インディ
アンの儀式）。
名詞では，複数語尾や所有格語尾が AIE では任意的で，文中の他の語で
表される（Three other place we went. 私たちが行ったほかの３つの場所；my 
sister husband 私の姉妹の旦那）。代名詞は省略されたり（Now when __ hear 
that... ということを聞いた今），性が混同されたりする（The boy’s zipper got 
caught in her jacket. 少年のファスナーが彼の上着に引っかかった）。冠詞も
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AIE では任意的である（You’re __ nice person. 君はいい人だね）。
多重否定はよく起こる（No police didn’t catch us. 私たちは警察に捕まらな
かった）。前置詞は他の英語の変種とは異なり，別の前置詞を使うか（Let’s 
ride on your car to Pizza Hut. ピザハットまで君の車で行こう），省略される（They 
live _ _ New York. 彼らはニューヨークに住む）。
語順のうちで特に目立つのは話題化（topicalization）である（That man, he 












そ 30 名の住民が居たという。今日の住民は，Masters と 1人の妻から生まれ，





南部のヤシの木の間に家を建てた人を bush people と呼ぶ。島で学校と教会










名詞の複数形に childrens, womens, mens などが使われることがある。所有
と関係節以外は，名詞句の構造は標準英語と同じであり，blood pig（豚の血）




we’ll, going to, gonna のどれかで表され，過去形は -d 語尾を余分につけたり
（passeded），子音連続を避けて -d を落としたり（裸の動詞），動詞前の標識
been をつけたり（been go）する。
動詞の相は，文末に finish をつけたり，過去分詞（done, seen, been）を使っ
たりして，完了を示し，進行形は -ing, ening（fishening など）の語尾をつけ




るのが普通である。Yes ／ No 疑問文は同じだが，陳述文の語順でイントネー
ションだけで疑問を表わすこともある。また，埋め込み疑問文で語順が異な
ることもある（You describe where is the dog. 君は犬がどこに居るかを述べる）。
語彙の特徴としては，多くの項目が名詞や動詞（You bloom now. 今掃除をす
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catches ではなく picks であり，down は北への意味で，up は主な住居から離
れる南へという意味である。
結論として，パーマーストン英語は，ニュージーランド英語と同じ 2つの
入力，英国の英語とマオリ語の影響を受けながら，違った結果を生み出して
いる。また，他の太平洋英語（特にピトケアン = ノーフォーク英語との比較）
も重要であろう。島の将来も分からないので，この種の英語の詳細な記述は，
急がねばならない。
終わりに
以上、新しく出版された本から，3ケ所だけの記述を紹介した。いずれも
消えて行く運命の LKVE なので，この数年での詳しい記述が望ましい。こ
の種の研究が緒につくことは，まことに喜ばしく，これからの発展を願うば
かりである。
